
令和３年８月市長定例記者会見 

 

日   時：令和３年８月２日（月） 午後１時３０分～ 

場   所：射水市役所会議室４０１ 

報道出席者：北日本新聞、富山新聞、北陸中日新聞、読売新聞、エフエムいみず、

ホットライン KOSUGI 

当局出席者：市長、企画管理部長、財務管理部長、未来創造課長、 

新型コロナウイルスワクチン接種推進班長、新湊博物館館長代理、

教育委員会事務局次長 

 

 

○質疑応答の概要 

 

Ｑ１． 新型コロナウイルスワクチンの接種状況について、１回目の接種率が 

４８パーセント、２回目の接種率が３５パーセントとのことだが、この数

字をどのようにみているか。 

 

Ａ１． まず、７月末までに６５歳以上の高齢者のうち希望される方の接種を終

える、ということについては、おおむね達成できたと考えている。６４歳

以下の方への接種はちょうど始まったところであり、またこの間にエッ

センシャルワーカーの方への先行接種なども行ってきた中で、現在のこ

の数字になったと捉えている。これについては、今後国からワクチンの供

給をしっかりいただければ、市内医療機関の皆様と連携を図りながら接

種を進めていくことができると考えており、国が言う希望する方への接

種を１１月末までにおおむね終えるという目標は、クリアできるのでは

ないかと捉えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ２． 新型コロナウイルスワクチン接種について、ひとり親の方への先行接種

の予約率が２８パーセントとのことだが、これは想定より少ない数字な

のか。 

 

Ａ２． 想定としては、もう少し予約があるかと思っていた。対象者には個別に

ご案内をしているので、情報を知らなかったということはあまりないと

思われる。若い方が接種をされた場合、特に２回目の接種を終えた後に副

反応が出て数日休む、という事例がみられることから、先行の予約をする

よりは少し様子を見ようという意識が働いた方がかなりいらっしゃるの

ではないかと捉えている。今後こういった情報に関して、様々な対策がと

られることで希望される方についてはまた改めて予約していただけると

考えている。 

 

Ｑ３． 国からのワクチンの供給について、何か情報を持っているか。 

 

Ａ３． 国においては、希望する方へのワクチン接種が１１月末に完了するよう

供給するとのメッセージを示しておられるが、具体的にいつごろにどれ

だけ供給するかについては順次情報が出されているところである。８月

中に供給されるワクチンについては示されているが、９月以降どういっ

た数字が示されるかはしっかり注視していかなければならない。また、接

種を予定通り進めていくためにも、ワクチンの確保は絶対不可欠なもの

なので、市としては県にも申し上げながら、また県を通じて国へ申し上げ

ていただくように連携を図っていきたい。 

 

Ｑ４． 新型コロナウイルスワクチン接種について、６５歳以上の高齢者のうち、

希望する方への接種は７月末におおむね完了したという認識でよいか。 

 

Ａ４． 接種自体はしたいと思っているが、副反応の状況を見たりそのうちと思

って接種をしていない方も実際にいらっしゃると思うので、これで６５

歳以上の方への接種が終了というわけではない。予約をして接種をする

ことはもちろん可能なので、年齢の枠にとらわれず希望される方への接

種を今後も続けていく。 

 

 

 

 



Ｑ５． 新型コロナウイルスワクチン接種について、６５歳以上の方のうち、１

回目接種済の人の割合（８７パーセント）と２回目接種済の人の割合（７

５パーセント）に若干差があるが、これだけまだ２回目の接種を受けてい

ない人がいることについてどう考えるか。 

 

Ａ５． １回目の接種をした段階で２回目の予約を取っていただいているので、

今週１週間が過ぎれば 2 回目の接種待ちの方もすべて接種を終えていた

だいていると思っている。 

 

Ｑ６． ミライクル館での集団接種は９月上旬までとのことだが、延長はしない

のか。 

 

Ａ６． ワクチンがしっかり確保でき、引き続き市内医療機関の方々のご協力が

いただけるようであれば、集団接種会場でも引き続き接種をさせていた

だきたい。ワクチンの供給については不透明なところもあるので、現段階

では先の見通しを見極めている状況である。 

 

Ｑ７． 大学入学試験受験生への先行接種は、市内の高校等に在学する生徒が対

象なのか。 

 

Ａ７． 高校３年生相当の年齢の市民が対象となる。 

 

Ｑ８．  県内の大学を受験するなど、県をまたいだ移動をしない受験生も対象と

なるのか。 

 

Ａ８． 県内の高等教育機関を受験する方も対象となる。受験会場に全国から

受験生が集まるなど、高校３年生の方にとってはこれから受験や就職で

感染のリスクが高い場面が増えるという観点から、先行予約をさせてい

ただきたい。 

 

Ｑ９． 浪人生などの既卒者は対象となるのか。 

 

Ａ９． 高校３年生相当の年齢の方を対象とし、案内文書を送付する。既卒者

の方については、大学受験を希望されているかどうかはこちらでは把握

が難しいので、予約希望の申請を行っていただいて、改めて予約専用サ

イトの URL・QRコードを送付する。 


